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有
害
鳥
獣
捕
獲
委
託
料
１
２
２
９
万
円
に
つ

い
て

問 

前
年
度
と
同
程
度
の
予
算
額
だ
が
、

有
害
鳥
獣
の
被
害
は
増
え
て
い
る
。
そ
の
整

合
性
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
説
明
を
。

答 

「
上
天
草
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
の

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
数
１
６
０
０
頭
を
も
と
に
予

算
計
上
し
た
も
の
で
、
捕
獲
実
績
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
２
年
度
が
１
５
７
４
頭
、
令

和
３
年
度
が
１
４
９
２
頭
、
令
和
４
年
度
は

１
５
４
３
頭
と
見
込
ん
で
お
り
、
近
年
、
計

画
の
捕
獲
数
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
後
の
展
望
と
し
ま
し
て
は
、
イ
ノ
シ
シ

被
害
に
対
す
る
電
気
柵
の
設
置
な
ど
、
農
業

者
に
よ
る
農
作
物
へ
の
対
策
は
進
ん
で
い
る

が
、
住
宅
付
近
へ
の
イ
ノ
シ
シ
の
出
現
が
増

加
し
て
お
り
、
地
域
住
民
で
取
り
組
む
県
の

補
助
事
業
「
餌
付
け
ス
ト
ッ
プ
有
害
鳥
獣
対

策
事
業
」
な
ど
の
推
進
と
、
上
天
草
市
猟
友

会
に
よ
る
捕
獲
駆
除
活
動
に
よ
り
、
生
態
数

の
減
少
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

議
案
第
32
号
「
和
解
に
つ
い
て
」

問 

和
解
事
項
で
「
令
和
２
年
２
月
10
日

に
行
わ
れ
た
記
者
会
見
で
の
上
天
草
市
長
の

発
言
が
、
本
件
処
分
の
理
由
が
原
告
の
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
る
か
の
よ
う
な
誤

解
を
与
え
た
こ
と
を
陳
謝
す
る
」
と
あ
る
が
、

パ
ワ
ハ
ラ
は
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

答 

罷
免
時
に
お
い
て
は
、
審
査
会
な
ど

を
開
い
て
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
認
定
し
て
処
分
を

行
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
う
え
で
裁
判

所
に
お
い
て
も
、
パ
ワ
ハ
ラ
の
有
無
に
つ
い

て
判
断
を
下
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

　

今
回
の
和
解
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
原
告

と
の
間
で
本
件
処
分
の
理
由
に
関
す
る
見
解

の
対
立
が
生
じ
た
こ
と
に
遺
憾
の
意
を
示
す

と
と
も
に
、
当
時
の
記
者
会
見
で
「
本
件
の

処
分
理
由
が
、
原
告
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
で
あ
る
か
の
よ
う
な
誤
解
を
与
え
た
こ
と

を
陳
謝
す
る
」
と
し
て
あ
り
ま
す
。

　

当
時
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
記
者
と
の

質
疑
応
答
の
中
で
、
パ
ワ
ハ
ラ
の
件
に
質
問

が
集
中
し
て
い
き
、
処
分
理
由
が
パ
ワ
ハ
ラ

で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
解
を
与
え
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
陳
謝
す
る
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
罷
免
処
分
の
理
由
は
、
あ

く
ま
で
も
自
ら
の
言
動
に
よ
り
上
天
草
総
合

病
院
の
円
滑
な
運
営
を
阻
害
し
、
設
置
者
で

あ
る
市
長
と
の
信
頼
関
係
を
著
し
く
損
な
い
、

幹
部
職
員
ら
と
の
意
思
疎
通
が
困
難
に
な
っ

た
こ
と
が
主
で
あ
り
、
そ
の
上
で
健
全
な
病

院
経
営
を
行
う
こ
と
が
困
難
と
判
断
し
て
処

分
し
た
も
の
で
す
。

3月定例会3月定例会
令和5年3月定例会は、2月24日（金）から3月17日（金）
まで開催され、条例8件、当初予算11件、補正予算9件、
請願陳情1件、同意11件、その他４件を審議しました。

★ 上天草市内野河内コミュニ
ティセンター条例の一部を改
正する条例の制定について

　社会情勢の変化に伴う利用者の需要
の変化を踏まえ、内野河内コ
ミュニティセンターの洗濯
室を廃止する等のもの。

条例改正条例改正

議
案
第
19
号
「
令
和
５
年
度
上
天

草
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
」

★ 上天草市国民健康保険条例の
一部を改正する条例の制定に
ついて

　出産一時金の額を「４０万８千円」
から「４８万８千円」に改める
もの。

議案質疑議案質疑
議案質疑の動画

3月6日の議案質疑の一部を要約して掲載します。

可
決

可
決
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補正予算（主なもの）補正予算（主なもの）

請願・陳情
件　　　名 提　出　者 結　果

市道三年ヶ浦線の道路整備に関する陳情 船江区長　岩井　正光 採択

送迎用バスへの安全装置の
導入支援補助金 54万円　

　厚生労働省令の改正に伴い、園児の
通園や園外活動などで自動車を運行す
る場合、降車時の園児の所在確認が義
務付けられたことにより、市内の保育
所等に対し、送迎用バスへの安全装置
の装備を支援するもの。

カントリーパーク花海好法面
改修工事 1,858万6千円　

　カントリーパーク花海好の法面改修
工事において、より安全性の高いもの
とするため、当初予定していた工法を
変更し、また、落石等の危険性が高い
箇所も新たに確認されたため、工事の
範囲を拡大し実施するもの。

牟田漁港１号防波堤機能保
全工事 1,050万円　

　牟田漁港１号防波堤は本体工（鋼管
杭およびカーテン版）の腐食による老
朽化が進行し、施設機能が低下した状
態にあることから対策工事を実施する
もの。

デジタルプレミアム食事券発行
運営業務委託料
 3,410万4千円　

　持続可能な地域経済の循環に向けた
デジタル地域通貨の運用実現につなげ
るため、まずは、電子商品券発行シス
テムを導入し利用者を増やすとともに、
飲食店等の経済回復につなげるため、
デジタルプレミアム食事券事業を実施
するもの。

運送事業者省エネ型車両等
導入補助金 750万円　
　運送事業者が使用する事業用車両の
省エネ型車両への転換に伴う車両購入
費の一部を補助し、車両の省エネ化を
推進するもの。

龍ヶ岳小学校屋内運動場改
修工事 1億7,673万7千円　

　建築後46年が経過し、老朽化が著
しい体育館の大規模な改修、また隣接
する屋外トイレの改修を行うもの。

1億1,147万8千円を減額1億1,147万8千円を減額
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人事案件は次のように決まりました
農業委員会委員 山

やま

口
ぐち

　勝
かつ

喜
き

　（再任）　大矢野町

農業委員会委員 磯
いそ

田
だ

　清
きよ

俊
とし

　（再任）　大矢野町

農業委員会委員 岩
いわ

﨑
さき

　國
くに

重
しげ

　（再任）　大矢野町

農業委員会委員 松
まつ

岡
おか

　健
けん

二
じ

郎
ろう

（再任）　松島町

農業委員会委員 源
みなもと

　義
よし

通
みち

　（再任）　松島町

農業委員会委員 松
まつ

本
もと

　光
みつ

義
よし

　（再任）　松島町

農業委員会委員 蓮
はす

田
だ

　治
はる

住
ずみ

　（再任）　姫戸町

農業委員会委員 水
みず

野
の

　武
たけ

晴
はる

　（新任）　大矢野町

農業委員会委員 吉
よし

本
もと

　　均
ひとし

　（新任）　大矢野町

農業委員会委員 岩
いわ

本
もと

　俊
しゅん

治
じ

　（新任）　大矢野町

農業委員会委員 濵
はま

﨑
さき

　顯
けん

爾
じ

　（新任）　龍ヶ岳町

主な議案などの賛否について、下記のとおり公表します。

議案番号 議案名 結果 表決数

北
垣

　
　
洋

井
手
口
隆
光

木
下

　
文
宣

何
川

　
　
誠

塩
田

　
真
一

嶋
元

　
秀
司

田
中
　
辰
夫

何
川

　
雅
彦

宮
下

　
昌
子

西
本

　
輝
幸

髙
橋

　
　
健

小
西

　
涼
司

田
中
　
万
里

桑
原
　
千
知

議案
第3号

上天草市手数料条例の一部
を改正する条例の制定につ
いて

可決 12‒1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 －

議案
第19号

令和5年度上天草市一般会
計予算 可決 13‒0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

陳情
第1号

市道三年ヶ浦線の道路整備
に関する陳情 採択 13‒0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

〇賛成　●反対　/欠席　－議長は除く

賛 否 表

農業委員とは農地の貸借・売買、農地転用許可等について審議・判断を行うのが主な役割です。
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討論の様子は、2分45秒あ
たりからご覧いただけます。

宮下昌子議員

　この条例改正は、個人番号カード取得者が、戸籍謄本など発行してもらう際

の手数料を減免するものです。現在の支払い手数料450円を300円へ、300円

を100円へとするものです。提案理由は、“窓口の混雑緩和と個人番号カード

の取得率および利便性の向上を図るため”との説明でした。

　カード所得者は１月末で14,000人、55.45%ということです。まだ、約半

分の住民はカードを取得していません。カード取得は強制ではありません。そ

れは、まだ様々な問題があるからです。個人情報の漏洩やカードの紛失・盗難

といった不安はぬぐえません。そういった問題がある以上、行政としても積極

的に進めるべきではありません。

　今回の条例改正は、カードを持っているいないで不公平が生まれます。カー

ドを取得しない市民に不利益を与えるようなやり方は公平性を欠きます。

改正の概要

討論 議案第３号　上天草市手数料条例の一部

を改正する条例の制定について、宮下議

員より反対討論がなされました。

市役所窓口の混雑緩和、個人番号カードの取得率・利便性向上のため、個人番号カード（マイナン

バーカード）を使用しコンビニで証明書を発行した際の手数料を改正するもの。

〇戸籍全部事項証明書、戸籍一部事項証明書・・・各300円（一通）

〇住民票、戸籍の附票、住民票記載事項証明書、印鑑証明書、所得証明書、課税台帳記載事項証明書

　・・・各100円（一通）

原
案
反
対

採決の結果　賛成12人　反対1人　で可決されました。

議員辞職について

　令和5年2月24日の議会開会日に、新宅靖司議員より議長宛てに一身上の都合により議員辞

職願が提出され、同日、地方自治法第126条の規定に基づき、議会において許可されました。

　なお、上天草市議員の定数は16人ですが、今回の辞職により欠員が2人となり、現在の議

員数は14人です。
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一般会計予算一般会計予算

〇職員研修事業
583万5千円

　社会動向・住民ニーズに的確に対応
できる人材を育成することで、効率的
な行政運営と市民サービスの向上につ
なげるもの。

〇非常備消防事業
8,269万5千円

　市民の生命、身体および財産を火災
から保護するとともに、水害・火災ま
たは地震等の災害を防除し、これから
の災害による被害を軽減するとともに、
防災・減災につなげることを目的とす
るもの。

〇SDGs 推進事業
788万5千円

　2022年度に SDGs 未来都市に選定
されたことを機に、経済・環境・社会
を勘案した地方創生の更なる進化を図
るため、サスティナブルシティ（持続
可能な都市）の達成に向けた SDGs
の取組を推進するもの。

〇海運振興対策事業
858万8千円

　船員の高齢化が著しく、今後、多く
の退職者が想定され、船員不足が懸念
されていることから、海運事業者等と
連携し、担い手不足の解消と経営の安
定・拡大を図るもの。

〇アウトドア推進事業
1億3,604万1千円

　近年の観光客の健康志向、体験型観
光の需要を受け、新たにジップライン
の整備をはじめ、トレッキングやサイ
クリング等のコンテンツの磨き上げ、
イベント等を開催することで観光客の
増加を図るもの。

〇DX推進事務事業
6,455万円

　近年の社会経済情勢の変化に対応し
た、簡素で効率的な市政を実現するた
め、上天草市DX推進計画に基づき、
「ユーザー（利用者）中心 便利で快適
なデジタル化」をキャッチコピーとし
て、利用者目線に立ったデジタル化を
推進するもの。

211億7,528万2千円211億7,528万2千円
令和５年度

　令和５年度一般会計予算をはじめ、７つの特別会計および３つの企業会計について審議
を行い、全会一致で可決しました。今回は一般会計のうち、主な事業をお知らせします。

▲ ジップラインイメージ：ジップラインとは、ワイヤーロープ
を滑車で滑り降りるアウトドアアクティビティです。
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〇浄化槽設置助成事業
4,099万3千円

　市内に住所があり、居住を目的とし

た住宅に合併処理浄化槽を設置する人

や市内に居住する目的で、既存の住宅

の単独処理浄化槽または汲み取り便所

から、合併処理浄化槽に転換する場合

の設置費用に対して補助金を交付する

もの。

〇ごみ処理事務事業
1億4,383万7千円

　家庭から排出されるごみを適正に分

別、処分等を行うことで、市民の生活

環境の保全および公衆衛生の向上を図

るもの。

〇証明書等コンビニ交付
　サービス事業

917万6千円

　コンビニ交付サービスを提供するこ
とにより、市内コンビニに限らず国内
の主要なコンビニ等において住民票・
印鑑証明書等の各種証明書を取得する
ことが可能となるもの。

〇伴走型相談支援及び出産・子育て
　応援給付金の一体的実施事業

1,513万2千円

　妊娠期から出産・子育てまで一貫し
て相談に応じ、ニーズに即した必要な
支援につなぐ伴走型の相談支援と妊娠
時および出産時の経済的支援を一体的
に実施し、全ての妊産婦が安心して出
産・子育てができる環境整備を行うも
の。

〇総合センターアロマ事業
7億387万円

　市民のスポーツおよび文化芸術活動

の拠点となる施設として、計画的な維

持管理と利用促進を図りながら、施設

の有効活用に取り組むもの。

〇生活支援体制整備事業
2,297万6千円

　高齢者の社会参加および自立した日
常生活の支援、または介護予防にかか
る体制の構築を図るもの。

〇道路維持事業
1億2,141万7千円

　市道における排水施設の破損、路肩
の崩壊等、様々な課題に対応するため、
道路の除草や修繕、道路整備工事や補
修工事を実施するもの。

▲松島総合センター「アロマ」
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常
任
委
員
会

議
案
第
7
号
「
上
天
草
市

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
整

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」

問 

今
回
の
条
例
改
正
に
よ
り
、
具
体

的
に
変
更
と
な
る
点
は
何
か
。

答 

主
に
、
保
育
園
等
の
送
迎
用
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
へ
の
安
全
装
置
を
義
務
付
け
る

も
の
で
す
。

そ
の
他
委
員
か
ら
の
意
見

【
公
共
施
設
に
つ
い
て
】

意
見　

長
引
く
電
気
代
の
高
騰
で
、
今

後
は
更
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る

等
、
持
続
可
能
な
公
共
施
設
の
あ
り
方
を

考
え
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

【
小
中
学
校
の
屋
内
運
動
場
に
つ
い
て
】

意
見　

災
害
時
の
避
難
所
に
な
る
可
能

性
が
高
い
の
で
、
不
具
合
な
箇
所
が
あ
っ

た
場
合
は
、
順
次
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

総
務
常
任
委
員
会

令
和
5
年
3
月
7
日

　

議
案
第
3
号
「
上
天
草
市
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」
他
2
件
を
審
査
し
た
結
果
、
す
べ
て

の
議
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
て
決
定

し
ま
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

令
和
5
年
3
月
8
日

議
案
第
4
号
「
上
天
草
市

内
野
河
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

問 

洗
濯
室
を
廃
止
す
る
条
例
だ
が
、

現
在
の
洗
濯
室
を
会
議
室
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
は
可
能
か
。

答 
洗
濯
機
を
撤
去
す
れ
ば
、
ス
ペ
ー

ス
が
で
き
る
た
め
、
地
元
の
方
が
希
望
さ

れ
た
場
合
、
出
来
な
い
こ
と
は
な
い
と
考

え
ま
す
。

陳
情
第
1
号
「
市
道
三

年
ヶ
浦
線
の
道
路
整
備

に
関
す
る
陳
情
」

 

意
見  

現
地
踏
査
を
行
い
、
現
状
や
要

望
の
内
容
は
理
解
し
た
。
委
員
会
で
は
採

択
し
て
良
い
と
思
う
が
、
優
先
順
位
は
執

行
部
で
判
断
す
べ
き
。

 

意
見  

現
地
を
確
認
し
、
車
が
2
〜
3

台
通
る
だ
け
で
も
粉
塵
が
舞
う
状
況
に
あ

り
、
環
境
・
衛
生
面
の
観
点
か
ら
見
る
と
、

整
備
を
行
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
考
え
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

令
和
5
年
3
月
9
日

　
本
会
議
で
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
、
常
任
委
員

会
で
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

（
主
な
も
の
）

▲現地踏査の様子（経済建設常任委員会）

可
決

可
決

採
択
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議
案
第
11
号
「
令
和
4
年

度
上
天
草
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
13
号
）」

【
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
花
海
好
法
面
改
修

工
事
1
8
5
8
万
6
千
円
に
つ
い
て
】

問 

当
初
予
算
に
比
べ
大
幅
な
増
額
だ

が
、
当
初
予
算
の
段
階
で
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
か
。

答 

今
年
度
の
大
雨
等
に
よ
り
他
の
箇

所
に
お
い
て
も
落
石
等
確
認
さ
れ
た
た
め
、

再
度
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
施
工
面
積
が

広
範
囲
に
お
よ
ぶ
こ
と
が
判
明
し
補
正
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。

【
送
迎
バ
ス
へ
の
安
全
装
置
の
導
入
支

援
補
助
金
54
万
円
に
つ
い
て
】

問 

設
置
予
定
台
数
と
補
助
率
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

市
内
保
育
園
が
所
有
し
て
い
る
バ

ス
の
全
3
台
分
で
、
補
助
率
は
全
額
補
助

で
す
。

議
案
第
18
号
「
令
和
4
年

度
上
天
草
市
立
上
天
草
総

合
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

3
号
）」

【
医
師
確
保
に
係
る
紹
介
料
9
9
9
万

6
千
円
に
つ
い
て
】

問 

医
師
の
確
保
数
に
つ
い
て
は
、
増

額
の
理
由
は
何
か
。

答 

当
初
1
名
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
3
名
確
保
で
き
ま
し
た
の
で
増
額
す

る
も
の
で
す
。
紹
介
手
数
料
は
、
一
般
的

に
医
師
想
定
年
収
の
20
％
か
ら
25
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

議
案
第
19
号
「
令
和
5
年

度
上
天
草
市
一
般
会
計
予
算
」

【
上
天
草
高
等
学
校
魅
力
向
上
支
援
補

助
金
1
0
8
万
円
に
つ
い
て
】

問 

上
天
草
高
校
の
魅
力
向
上
に
つ
い

て
様
々
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
効
果
を
感

じ
て
い
る
か
。

答 

市
と
し
て
は
、
側
面
的
な
支
援
と

し
て
、
就
学
・
進
学
・
通
学
の
面
か
ら
継

続
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
足
り
な
い
と
感
じ
て
お
り
、
公
務

員
を
養
成
す
る
塾
を
設
立
し
、
魅
力
を
高

め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

意
見 　

阿
蘇
の
県
立
高
森
高
校
で
は
、

昨
年
度
ま
で
定
員
割
れ
を
し
て
い
た
が
、

今
年
度
新
た
に
マ
ン
ガ
学
科
を
設
立
さ
れ

た
こ
と
で
、
定
員
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
入

学
希
望
者
が
増
加
し
て
い
る
と
伺
っ
た
。

そ
れ
に
は
、
県
が
力
を
入
れ
た
経
緯
が

あ
っ
た
と
感
じ
る
。
本
市
で
は
、
上
天
草

高
校
に
対
し
、
独
自
の
取
組
を
行
っ
て
い

る
と
思
う
が
、
な
か
な
か
効
果
を
感
じ
ら

れ
な
い
た
め
、
今
後
、
県
と
の
協
議
の
中

で
、
色
々
な
意
見
を
強
く
伝
え
て
ほ
し
い
。

【
ふ
る
さ
と
納
税
事
務
事
業
に
つ
い
て
】

問 

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
、

主
に
選
ば
れ
て
い
る
も
の
は
。

答 

令
和
3
年
度
の
実
績
で
最
も
多

か
っ
た
の
が
ト
ラ
フ
グ
で
、
そ
の
代
金
支

払
額
は
約
9
2
0
0
万
円
。
次
い
で
ク
ル

マ
エ
ビ
約
2
1
0
0
万
円
。
宿
泊
施
設
の

宿
泊
券
約
2
0
0
0
万
円
と
い
う
実
績
で

し
た
。

【
舗
装
工
事
補
助
事
業
に
つ
い
て
】

問 

現
在
、
市
民
等
か
ら
舗
装
工
事
を

求
め
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
完
了
す
る
ま
で

の
期
間
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
を
見
込
む
の
か
。

答 

平
成
21
年
度
以
降
、
市
民
か
ら
要

望
い
た
だ
い
た
箇
所
が
2
7
2
件
あ
り
ま

す
。
そ
の
う
ち
、
昨
年
度
ま
で
で
1
0
1

箇
所
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
残
り
1
7
1

箇
所
の
概
算
工
事
費
は
18
億
円
程
度
の
予

算
が
必
要
と
見
込
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、

地
域
の
偏
り
が
な
い
よ
う
に
考
慮
し
な
が

ら
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
宮
津
地
区
開
発
調
査
検
討
事
業
に
つ

い
て
】

問 

基
本
計
画
の
策
定
業
務
委
託
料
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
お
お
ま
か

な
計
画
は
。

答 

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
行
い
民

間
企
業
か
ら
意
見
を
伺
っ
て
お
り
、
そ
れ

を
参
考
に
基
本
計
画
を
策
定
し
た
い
と
考

え
て
い
て
、
具
体
的
な
こ
と
は
こ
れ
か
ら

と
な
り
ま
す
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

令
和
5
年
3
月
6
日
、
14
日可

決
▲カントリーパーク花海好

可
決

可
決
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一般質問

3月定例会では6人の議員が一般質問を行いました。
日程 議員氏名 質問事項

3
　
／
　
13

宮下　昌子

▶ 施政方針について

▶ 包括的民間委託方針について

▶ 学童保育（放課後児童クラブ）について

田中　万里
▶ サイクルツーリズムの更なる推進について

▶ 市長マニフェストの令和5年度予算への反映について

木下　文宣

▶ 姫戸地区の振興策について

▶ 第2次上天草市一般廃棄物処理基本計画について

▶ 県道松島馬場線の改良工事について

3
　
／
　
14

塩田　真一
▶ 上天草市ごみ処理中継施設整備基本計画について

▶ 新ごみ処理施設整備事業に向けて

何川　雅彦

▶ 再生可能エネルギーの活用について

▶ 市住宅リフォーム等支援事業補助金の充実について

▶ 大矢野川の氾濫による冠水被害への対策について

田中　辰夫

▶ 令和4年6月議会一般質問要旨「上天草総合病院関係」について

▶  令和4年9月議会一般質問要旨「旧姫戸町・龍ヶ岳町の持続可能な地域

振興及び松島総合運動公園の整備計画」について

一般質問の動画を配信しています！
　次ページからの各議員顔写真横のQRコードを読み取ると、一般質問の動画を視聴できます！
　また、上天草市の公式HPからは過去の映像も視聴できます。

●注意（免責）事項●
・配信している映像は本市議会の公式記録ではありません。公式記録は会議録
をご覧ください。
・発言の訂正や取り消しが行われた場合、当該箇所の映像や音声が消去される
場合があります。
・視聴には大量のデータ通信が発生しますので、Wi-Fi 接続や定額通信サービ
ス環境での視聴を推奨します。
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宮下　昌子 議員

田中　万里 議員

令和５年度の予算に市長マニフェ
ストは反映されたのかＱ
Ａ １億円程度を計上している

学童保育支援員の処遇改善はどう
なっているのかＱ
Ａ 昨年2月から収入を3%、月9
千円引き上げる補助金を交付

【
学
童
保
育
（
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
）
に
つ
い
て
】

宮
下　

上
天
草
市
の
学
童
保
育
は

直
営
で
は
な
く
委
託
事
業
だ
が
、

指
導
員
の
専
門
性
や
配
置
基
準
は

守
ら
れ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

事
業
実
施
認
定

の
際
に
、
申
請
書
を
審
査
の
上
適

正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま

す
。

宮
下　

年
度
途
中
で
の
調
査
は
さ

れ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

定
期
的
な
調
査

等
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
よ
り
適

正
な
事
業
実
施
お
よ
び
課
題
等
の

把
握
の
た
め
、
年
1
回
の
調
査
は

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

宮
下　

支
援
員
の
処
遇
改
善
に
つ

い
て
は
、
国
か
ら
の
連
絡
が
来
て

い
る
と
思
う
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

令
和
4
年
2
月

か
ら
、
収
入
を
3
％
程
度
月
額
9

千
円
引
き
上
げ
る
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

宮
下　

支
援
員
の
研
修
の
機
会
は

設
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

市
独
自
の
研
修

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
県
開
催
の

研
修
の
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

宮
下　

県
主
催
の
研
修
に
参
加
し

た
支
援
員
は
ど
れ
ぐ
ら
い
い
る
の

か
。

健
康
福
祉
部
長　

県
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
参
加
者
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
改
め
て
積
極
的
な
参
加
を

促
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
下　

身
近
な
所
で
参
加
で
き
る

よ
う
、
市
主
催
の
研
修
会
開
催
の

お
考
え
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

研
修
確
保
の
状

況
、
要
望
等
を
踏
ま
え
て
、
必
要

か
ど
う
か
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

宮
下　

龍
ヶ
岳
小
の
場
合
は
、
近

く
の
保
育
園
ま
で
徒
歩
で
移
動
し

て
い
る
が
、
地
域
か
ら
も
安
全
面

等
心
配
の
声
が
あ
る
。
学
校
の
教

室
は
使
え
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

空
き
教
室
に
つ

い
て
は
確
認
し
て
い
ま
せ
ん
。
小

学
校
等
の
空
き
教
室
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
は
じ
め
学
校
と
の
協

議
は
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

宮
下　

教
育
長
は
、
龍
ヶ
岳
小
の

現
状
を
い
か
が
お
考
え
か
。

教
育
長　

1
階
に
空
き
教
室
が
あ

り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
を
校
庭
ま
で

迎
え
に
来
て
、
安
全
に
連
れ
て
行

か
れ
る
の
が
一
番
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

宮
下　

本
来
は
、
学
校
の
敷
地
内

で
実
施
す
る
の
が
一
番
安
全
だ
。

量
・
質
的
に
も
整
備
拡
充
し
、
子

ど
も
達
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
学

童
に
す
る
こ
と
が
行
政
の
責
任
だ
。

【
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
令
和
５

年
度
予
算
へ
の
反
映
に
つ
い
て
】

田
中　

市
長
が
掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
４
つ
の
約
束
の
一
つ
で
あ

る
「
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
」
を
実
現
す
る
た
め
の

事
業
費
は
。

総
務
部
長　

１
点
目
「
義
務
教
育

課
程
の
給
食
費
の
負
担
軽
減
」
に

２
２
１
９
万
８
千
円
。
２
点
目

「
第
２
子
の
保
育
料
の
完
全
無
償

化
」
に
１
０
５
４
万
４
千
円
。
３

点
目
「
オ
ン
ラ
イ
ン
塾
講
座
の
開

講
と
支
援
」
に
86
万
８
千
円
。
４

点
目
「
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
強
化
と

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
」

に
６
６
０
０
万
円
。
５
点
目
「
支

援
を
要
す
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
環

境
整
備
」
に
８
万
円
な
ど
、
合
計

約
１
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
な

お
、
子
ど
も
の
成
長
に
伴
い
経
済

的
負
担
が
増
加
す
る
小
・
中
学
校

入
学
時
の
支
援
金
等
の
支
給
を
含

む
市
独
自
の
様
々
な
子
育
て
支
援

策
に
つ
い
て
も
、
国
の
子
ど
も
子

育
て
政
策
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
令
和
５
年
度
中
の
実
施
に
向

け
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

田
中　

大
き
な
予
算
が
必
要
な
部

分
も
あ
る
が
、
親
な
ら
ば
子
ど
も

た
ち
の
夢
を
叶
え
る
た
め
苦
労
は

い
と
わ
な
い
の
で
、
今
後
も
市
長

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実
現
の
た
め

に
、
そ
し
て
未
来
を
生
き
る
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
お
願
い
す
る
。

【
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
更
な

る
推
進
に
つ
い
て
】

田
中　

本
市
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
を
受
け
、
自
転
車
を
活

用
し
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の
取
組

み
は
。

市
民
生
活
部
長　

令
和
５
年
度
に

Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
盛
り
込
ん
だ
市
環

境
基
本
計
画
を
改
定
予
定
で
あ
り
、

ま
ず
は
市
職
員
を
中
心
に
自
転
車

通
勤
を
推
奨
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
と
健
康
増
進
に
通
じ

る
移
動
手
段
と
し
て
、
市
民
の
皆

様
に
対
し
て
も
自
転
車
の
活
用
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

田
中　

令
和
５
年
度
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
採
用
も
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
速
や
か
に
市

独
自
の
自
転
車
活
用
推
進
計
画
を

策
定
す
る
等
に
よ
り
、
観
光
客
は

も
と
よ
り
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

を
含
め
た
多
く
の
市
民
の
方
に
も

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
通
じ
た
健
康
的

で
豊
か
な
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら

え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
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木下　文宣 議員

姫戸地区の振興策についてＱ
Ａ 白嶽森林公園の整備を含め新しい仕事の

創出を検討するのも一つの方法

【
上
天
草
市
ご
み
処
理
中
継
施

設
整
備
基
本
計
画
に
つ
い
て
】

塩
田　

松
島
中
継
施
設
の
整
備
計

画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
進
捗

状
況
は
。

市
民
生
活
部
長　

今
後
、
更
に
内

容
を
精
査
し
、
天
草
広
域
連
合
等

の
関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
、
新

ご
み
処
理
施
設
稼
働
後
の
本
市
の

ご
み
処
理
体
制
の
構
築
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

塩
田　

天
草
市
の
一
部
地
域
の
ご

み
の
搬
入
の
可
能
性
は
。

市
民
生
活
部
長　

天
草
市
か
ら
の

申
入
れ
を
受
け
、
２
月
14
日
に
天

草
市
倉
岳
町
お
よ
び
有
明
町
の
一

部
の
一
般
家
庭
か
ら
の
直
接
持
ち

込
み
を
、
本
市
が
計
画
し
て
い
る

ご
み
処
理
中
継
施
設
へ
搬
入
す
る

こ
と
に
つ
い
て
協
議
を
開
始
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

塩
田　

市
長
は
、
天
草
市
の
一
部

の
ご
み
を
搬
入
す
る
こ
と
に
理
解

を
示
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長　

受
け
入
れ
自
体
に
つ
い
て

は
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
べ

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、

協
議
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

塩
田　

天
草
広
域
連
合
の
新
ご
み

処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ
の
事

業
の
根
幹
で
も
あ
っ
た
灰
の
処
理

が
不
透
明
な
中
、
事
業
を
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
、
大
い
に
疑
問

を
感
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
運
営
費
負
担
に
つ
い
て

は
、
ご
み
量
オ
ー
バ
ー
分
の
取
り

扱
い
へ
の
見
解
の
違
い
を
解
決
し

な
け
れ
ば
、
上
天
草
市
の
負
担
が

増
え
る
の
が
分
か
っ
て
い
て
事
業

を
進
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
松
島
中
継
施

設
の
現
在
の
運
用
計
画
と
い
う
の

は
本
当
に
利
に
か
な
っ
て
い
る
の

か
。
も
し
、
天
草
市
と
の
共
同
処

理
に
な
っ
た
場
合
、
益
々
そ
の
整

備
が
必
要
に
な
り
、
こ
こ
に
き
て
、

新
た
な
ご
み
処
理
体
制
に
曖
昧
な

部
分
が
多
く
出
て
き
た
と
感
じ
て

い
る
。
本
当
に
上
天
草
市
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
体
制
な
の
か
、
構

成
市
町
の
足
並
み
が
そ
ろ
っ
て
い

る
の
か
疑
問
に
感
じ
、
全
て
を
新

ご
み
処
理
施
設
稼
働
ま
で
に
解
決

す
る
必
要
は
な
い
と
思
う
が
、
執

行
部
に
は
、
よ
り
良
い
新
た
な
ご

み
処
理
体
制
の
実
現
に
向
け
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
連
合
と
の
協
力
体

制
を
密
に
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

塩田　真一 議員

市内に最終処分場を整備する
可能性はＱ
Ａ 適当な場所もなく、検討もして
いない

【
姫
戸
地
区
の
振
興
策
に
つ
い

て
】

木
下　

永
目
地
区
公
有
水
面
埋
立

地
の
住
宅
用
地
制
限
解
除
の
時
期

は
い
つ
か
。

企
画
政
策
部
長　

令
和
5
年
6
月

13
日
か
ら
県
知
事
の
認
可
が
不
要

と
な
り
ま
す
。

木
下　

一
つ
提
案
と
し
て
、
人
工

芝
を
張
っ
た
左
右
ド
ッ
グ
レ
グ
や

砲
台
グ
リ
ー
ン
な
ど
が
あ
る
ユ

ニ
ー
ク
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

を
整
備
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

企
画
政
策
部
長　

令
和
5
年
度
に

実
施
す
る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

の
中
で
、
参
加
事
業
者
と
意
見
交

換
を
行
う
際
の
参
考
と
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

木
下　

姫
戸
地
区
の
本
郷
に
日
本

武
道
館
規
模
の
施
設
を
作
る
考
え

は
な
い
か
。

教
育
部
長　

市
は
あ
る
程
度
の
規

模
を
持
つ
社
会
教
育
施
設
を
有
し

て
お
り
、
既
存
の
体
育
館
の
活
用

が
可
能
で
あ
る
の
で
新
た
な
武
道

館
を
建
設
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。

木
下　

第
3
次
総
合
計
画
に
盛
り

込
む
考
え
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

今
後
、
社
会
教
育
施

設
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
く
改
修
を

予
定
し
て
お
り
、
既
存
施
設
の
適

正
管
理
、
利
活
用
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

【
第
2
次
上
天
草
市
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
に
つ
い
て
】

木
下　

生
活
排
水
処
理
率
の
目
標

達
成
に
向
け
た
取
組
と
成
果
は
。

建
設
部
長　

令
和
3
年
度
末
の
処

理
率
は
58
・
3
％
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
31
年
度
か
ら
の
2
年
間
で

3
・
4
％
向
上
し
て
い
て
、
こ
の

ま
ま
の
上
昇
率
で
い
く
と
、
令
和

7
年
度
に
は
目
標
値
の
64
・
3
％

に
達
成
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

木
下　

生
活
排
水
を
処
理
す
る
た

め
、
姫
戸
町
二
間
戸
団
地
ア
パ
ー

ト
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
を

計
画
し
て
は
ど
う
か
。

建
設
部
長　

二
間
戸
団
地
の
生
活

排
水
処
理
は
す
べ
て
汲
み
取
り
で

処
理
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

居
住
性
の
向
上
お
よ
び
環
境
へ
の

配
慮
等
か
ら
、
二
間
戸
団
地
の
み

で
な
く
、
今
後
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
維
持
管
理
に

係
る
費
用
負
担
な
ど
、
多
く
の
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、
課
題
を
解
決

し
な
が
ら
設
置
に
向
け
た
取
組
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

市
長　

災
害
後
50
年
が
経
つ
災
害

移
転
団
地
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
が
、
新

し
い
公
営
住
宅
と
し
て
再
生
し
て

生
活
環
境
を
変
え
て
い
く
の
が
一

つ
の
方
法
、
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え

ま
す
。
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田中　辰夫 議員

上天草総合病院の駐車場整備に
ついてＱ
Ａ 駐車場のスペースを活用できる
よう今後検討する

大矢野川下流部の冠水対策はＱ
Ａ 令和6年度の事業着手を目指す

【
大
矢
野
川
の
氾
濫
に
よ
る
冠

水
被
害
へ
の
対
策
に
つ
い
て
】

何
川　

大
矢
野
川
の
堆
積
土
砂
撤

去
工
事
、
今
後
行
う
大
矢
野
川
上

流
部
地
形
把
握
の
た
め
の
調
査
測

量
業
務
に
つ
い
て
事
業
実
施
す
る

が
、
見
え
て
き
た
成
果
は
。

経
済
振
興
部
長　

土
砂
撤
去
工
事

に
つ
い
て
は
、
9
割
以
上
完
了
し

て
い
ま
す
。
大
矢
野
川
の
土
砂
の

堆
積
状
況
は
、
厚
さ
が
約
50
㎝
〜

1
ｍ
程
度
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
が
、
大
矢
野
庁
舎
近
辺
の

水
の
流
れ
を
阻
害
し
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
土
砂
撤
去
が
完
了
す

れ
ば
、
水
の
流
れ
が
改
善
さ
れ
、

冠
水
発
生
の
抑
制
に
一
定
程
度
の

効
果
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
土

砂
撤
去
後
に
実
施
す
る
調
査
測
量

業
務
委
託
に
お
い
て
は
、
堆
積
土

砂
撤
去
な
ど
の
効
果
が
あ
る
の
か
、

計
算
上
で
確
認
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

何
川　

昨
年
10
月
に
は
、
市
議
会

と
市
長
お
よ
び
執
行
部
で
、
金
子

大
臣
他
国
会
議
員
へ
の
要
望
活
動

を
行
っ
た
。
重
要
課
題
に
、
こ
の

冠
水
対
策
を
記
載
し
て
い
た
が
、

国
県
と
の
調
整
や
協
議
は
あ
っ
た

の
か
、
そ
の
内
容
は
。

経
済
振
興
部
長　

今
後
、
市
が
行

う
庁
舎
周
辺
の
冠
水
対
策
に
か
か

る
調
査
測
量
業
務
に
お
い
て
、
庁

舎
周
辺
の
冠
水
抑
制
の
方
策
を
選

定
し
て
、
農
業
関
係
の
事
業
だ
け

で
な
く
、
防
災
減
災
の
事
業
な
ど

幅
広
く
、
国
庫
補
助
事
業
や
県
の

補
助
事
業
活
用
に
つ
い
て
、
国
や

県
と
協
議
を
続
け
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

何
川　

積
年
の
懸
案
で
あ
る
大
矢

野
川
下
流
部
の
賎
の
女
・
広
崎
地

区
の
冠
水
対
策
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

経
済
振
興
部
長　

冠
水
抑
止
の
重

要
な
施
設
で
あ
る
広
崎
排
水
機
場

が
設
置
か
ら
40
年
を
経
過
し
、
更

新
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
老
朽

化
に
よ
る
排
水
能
力
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
県
が
令
和
4
年

度
に
調
査
計
画
を
実
施
し
て
、
令

和
6
年
度
の
事
業
着
手
を
目
指
し
、

令
和
5
年
度
中
に
、
事
業
の
採
択

に
向
け
、
国
へ
事
業
申
請
を
さ
れ

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

何
川　

今
年
も
梅
雨
の
時
期
を
迎

え
る
。
気
候
の
変
動
に
伴
い
、
予

測
不
能
な
豪
雨
と
、
そ
れ
に
伴
う

災
害
発
生
に
は
、
毎
年
の
よ
う
に

警
戒
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
関

係
課
が
連
携
し
、
少
し
で
も
市
民

の
不
安
を
払
拭
し
て
ほ
し
い
。

【
上
天
草
総
合
病
院
関
係
に
つ

い
て
】

田
中　

令
和
4
年
6
月
議
会
以
降
、

駐
車
場
整
備
に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

病
院
事
務
部
長　

令
和
4
年
6
月

議
会
以
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

病
院
前
の
脇
浦
漁
港
の
埋
め
立
て

に
つ
い
て
は
、
漁
協
に
お
尋
ね
し

た
と
こ
ろ
埋
め
立
て
に
つ
い
て
は

反
対
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
病

院
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
駐
車
場

に
す
る
こ
と
は
厳
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

田
中　

医
師
の
充
足
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

病
院
事
務
部
長　

令
和
5
年
1
月

現
在
、
歯
科
医
師
を
含
め
て
17
人

で
す
。
ま
た
、
外
科
医
外
科
と
内

科
と
整
形
外
科
が
不
足
し
て
い
る

状
況
で
す
。

田
中　

病
院
関
係
の
施
設
が
30
年

以
上
経
過
し
た
中
、
当
病
院
の
整

備
計
画
を
伺
う
。

病
院
事
務
部
長　

上
天
草
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
病
院
事
業

の
施
設
ご
と
に
行
い
、
主
に
保
守

点
検
業
務
を
行
い
ま
す
。

【
松
島
総
合
運
動
公
園
の
整
備

に
つ
い
て
】

田
中　

松
島
総
合
運
動
公
園
の
整

備
お
よ
び
駐
車
場
並
び
に
野
球
場

改
修
工
事
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

駐
車
場
設
置
工
事
に

つ
き
ま
し
て
は
、
正
面
玄
関
前
に

屋
根
付
き
の
多
目
的
駐
車
場
2
台

分
を
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
野
球
場
改
修
工
事
に
つ

い
て
は
、
野
球
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

適
正
に
管
理
す
る
た
め
、
施
設
改

修
を
行
い
、
松
島
総
合
運
動
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明
改
修
工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
、
消
費
電
力
の
抑
制

お
よ
び
耐
久
性
等
を
考
慮
し
、
陸

上
競
技
場
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図
る
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。

田
中　

整
備
後
の
利
用
料
金
等
の

変
更
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長　

整
備
後
の
利
用
料
金

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
施
設
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

消
費
電
力
の
抑
制
も
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、

現
状
の
利
用
料
金
を
維
持
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

何川　雅彦 議員

▲氾濫時の様子
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上小学校体育館の大規模改修が完了しました

脱炭素に向けた考え方とその取組み等について
～市議会議員研修会を開催～

　令和5年3月9日（木）に、上小学校屋内運動場大

規模改修工事の完了に伴い、文教厚生常任委員会で

現地踏査を行いました。

　屋内運動場は、昭和54年に建築され40年が経過

し、老朽化による雨漏りなど教育環境に支障をきた

している状況でした。今回の改修工事は、屋根、外壁、

内装等、外部から内部までの大規模な改修と、多機

能トイレを含むトイレの改善および照明のLED化、

スロープの新設等の工事を行っています。事業費と

しては、工事監理業務委託、裏山の法面工事を含め、

総額で約2億5100万円となっています。

　本事業の実施により、児童が安全で安心して教育

が受けられる環境を維持するとともに、災害時の避

難所としても安全の確保と利便性の向上が図られて

います。

　令和5年3月17日（金）に、「脱炭素に向けた

考え方とその取組み等について」をテーマに議

員研修会を開催しました。

　研修会では、2名の講師をお招きし、地球温

暖化の現状や世界の動向、また、国内での脱炭

素化に向けた取組事例の紹介や国の支援制度に

ついてのご講演をいただきました。

■講師

環境省九州地方環境事務所

　地域脱炭素創生室　室長補佐　原田　幸也氏

　

　株式会社ＮＴＴデータ経営研究所

　社会基盤事業本部　本部長　村岡　元司氏

■内容

地域における脱炭素化の取組みについて

　脱炭素×地域活性化

　～参考事例と上天草市様の可能性～
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　広報委員会では、議会だより「えがお」に対する皆さまのご意
見・ご感想を募集します。
　皆さまのご意見等を参考に、市議会をより身近に感じていただけ
るよう、紙面のさらなる充実をめざしますので、よろしくお願いし
ます。
■応募方法　 ハガキ、封書、メール、ファックスによりお送りくだ

さい。
■記入事項　①住所　②氏名　③電話番号　④ご意見・ご感想
■宛　　先　〒869-3692　上天草市大矢野町上1514
　　　　　　上天草市議会事務局　
　　　　　　FAX：0964-56-4936
　　　　　　E-mail：gikai@city.kamiamakusa.lg.jp
■お問い合わせ先　上天草市議会事務局　TEL：0964-26-5536

ご意見・ご感想を募集します

議会の主な動き
2月
　 1月31日～2月1日
　　　　九州市議会議長会（大分県大分市）
　 4日　天草幹線道路着工式
　17日　議会運営委員会
　17日　八代市議会主催オンライン研修会参加
　25日　天草幹線道路本渡道路開通式

3月
　 2月24日～3月17日　 
　　　　市議会第2回定例会
　 1日　上天草看護専門学校卒業式
　 4日　維和中学校閉校式
　11日～12日
　　　　天草パールラインマラソン大会
　17日　市議会主催議員研修会
　25日　宇土市役所新庁舎落成式

4月
　 1日　天草戦没者追悼式
　18日　上天草市奨学生選考委員会
　25日　上天草市防犯協会評議員会（総会）
　28日　議会運営委員会

表紙紹介

松島町教良木内野河内地区での

田植えの様子です。地域おこし

協力隊員同士連携して活動を行

われています。

▲維和中学校閉校式の様子

▲天草パールラインマラソン大会の様子

▲上天草市防犯協会評議員会（総会）の様子
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編
集
後
記

　

野
山
の
緑
も
鮮
や
か
さ
を
増
し
、
青
葉
の

美
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
、
緑

の
募
金
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
森
林

は
雨
水
を
貯
え
る
「
緑
の
ダ
ム
」
と
呼
ば
れ
、

土
砂
崩
れ
を
防
い
だ
り
、
二
酸
化
炭
素
を
吸

収
し
て
地
球
温
暖
化
を
防
い
だ
り
色
々
な
働

き
で
国
民
の
生
活
を
守
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
一
方
で
地
域
の
過
疎
化
や
高
齢
化
、

林
業
の
担
い
手
の
減
少
等
に
伴
い
、
山
の
荒

廃
が
進
み
森
林
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
が
失

わ
れ
て
い
く
こ
と
も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
の
た
め
に
も
、
森
林

の
持
つ
多
く
の
機
能
を
理
解
し
、
森
林
へ
の

関
心
を
高
め
、
く
ま
も
と
の
豊
か
な
緑
を
守

り
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

私
ご
と
で
す
が
、
先
日
65
回
目
の
誕
生
日

を
迎
え
ま
し
た
。
市
か
ら
交
付
さ
れ
た
介
護

保
険
被
保
険
者
証
を
見
て
、
改
め
て
自
分
の

年
齢
を
認
識
し
た
次
第
で
す
。
思
い
起
こ
せ

ば
、
５
年
前
の
編
集
後
記
で
〝
還
暦
は
「
第

二
の
人
生
の
ス
タ
ー
ト
」
こ
れ
か
ら
は
、
第

二
の
人
生
を
楽
し
み
た
い
〞
と
綴
っ
て
い
ま

し
た
。
趣
味
の
ゴ
ル
フ
に
、
子
供
や
孫
た
ち

と
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
日
々
の

生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
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次の定例会は 6月5日開会です。 テレビ・インターネット中継もご利用いただけます！
詳しくは議会事務局へ　0964‒26‒5536

まちを歩いて… 龍ヶ岳町

大矢野町

　３月26日に龍ヶ岳小学校ＰＴＡにより交通安全看
板が龍ヶ岳町各地に設置されました。この看板は令
和４年度、龍ヶ岳小学校全校児童にむけ、交通安全
の標語を募集し、その中から７作品を選りすぐり看
板を作製したものだそうです。龍ヶ岳小学校ＰＴＡ
会長の瀧下将さんは「子供の安全を守るためには、
私たち大人が気づいて、考えて、実行していくこと
が大切です。」と話されていました。
　皆さんも龍ヶ岳町を車で通る際には探してみてく
ださい。もちろん交通安全には気を付けて。

笑顔
が

笑顔
が

キラリキラリ

　春は出会いの季節。
　入園式や入学式が各地で開催されま
した。３月13日以降、コロナ禍でのマ
スクの着用も緩和され、皆さんのはじ
けるような笑顔があちらこちらで見受
けられました。


